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4:23 イエスはガリラヤ中 (なか)を回 (まわ)って、諸会堂 (しょかいどう)で教 (おし)え、御国 (みくに)の福音 (ふくいん)を宣 (の)べ伝 (つた)え、また、民衆 (みんしゅう)のありとあらゆる病気 (びょうき)や患 (わずら)いをいやされた。
4:24 そこで、イエスの評判 (ひょうばん)がシリア中 (ちゅう)に広 (ひろ)まった。人々 (ひとびと)がイエスのところへ、いろいろな病気 (びょうき)や苦 (くる)しみに悩 (なや)む者 (もの)、悪霊 (あくりょう)に取 (と)りつかれた者 (もの)、てんかんの者 (もの)、中風 (ちゅうぶう)の者 (もの)など、あらゆる病人 (びょうにん)を連 (つ)れて来 (き)たので、これらの人々 (ひとびと)をいやされた。

4:25 こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ、ヨルダン川の向 (む)こう側 (がわ)から、大勢 (たいせい)の群衆 (ぐんしゅう)が来 (き)てイエスに従 (したが)った。
5:1 イエスはこの群衆 (ぐんしゅう)を見て (み )、山 (やま)に登られた (のぼ        )。腰 (こし)を下ろされる (お    )と、弟子 (でし)たちが近く (ちか  )に寄って (よ  )来た (き )。

5:2 そこで、イエスは口 (くち)を開き (ひら  )、教え (おし   )られた。
5:3 「心 (こころ)の貧しい (まず    )人々 (ひとびと)は、幸い (さいわ    )である、／天 (てん)の国 (くに)はその人 (ひと)たちのものである。

5:4 悲しむ (かな      )人々 (ひとびと)は、幸い (さいわ   )である、／その人 (ひと)たちは慰められる (なぐさ              )。
5:5 柔和 (にゅうわ)な人々 (ひとびと)は、幸い (さいわ   )である、／その人 (ひと)たちは地 (ち)を受け継ぐ (う つ )。

5:6 義 (ぎ)に飢え渇く ( う     かわ  )人々 (ひとびと)は、幸い (さいわ   )である、／その人 (ひと)たちは満たされる (み    )。
5:7 憐れみ (あわ     )深い (ふか   )人々 (ひとびと)は、幸い (さいわ   )である、／その人 (ひと)たちは憐れみ (あわ    )を受ける (う  )。
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